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第
１
１
６
回 

伊
﨑
田
相
撲
大
会
を
開
催 

 

10

月

13

日
（
日
）
伊
﨑
田
学
園
小
学
校
相
撲
場
で
伊
﨑

田
学
園
児
童
生
徒

86

名
、
一
般

20

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

午
前
９
時
か
ら
菅
間
芳
信
さ
ん
に
よ
る
土
俵
祭
に
始
ま
り
、

小
学
校
の
部
、
中
学
校
の
部
を
午
前
中
に
開
催
、
中
入
り
後

赤
ち
ゃ
ん
の
土
俵
入
り
９
名
が
、
可
愛
い
ま
わ
し
姿
に
ね
じ

り
は
ち
ま
き
を
す
る
な
ど
し
て
力
士
に
抱
き
か
か
え
ら
れ
土

俵
入
り
を
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
一
般
相
撲
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
、
お
好
み
相
撲
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
三
役
相
撲

を
行
い
打
ち
止
め
と
な
り
ま
し
た
。 

今
年
は
、
５
年
ぶ
り
の
フ
ル
開
催
と
云
う
こ
と
で
、
自
治

会
や
実
行
委
員
関
係
者
か
ら
豚
汁
づ
く
り
お
手
伝
い
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
相
撲
大
会
参
加
者
等
の
方
々
に
振
る
舞
わ
れ

美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
初
め
て
の
試
み

と
し
て
中
学
生
女
子
に
よ
る
放
送
や
土
俵
下
で
の
赤
布
付
け

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

大
会
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。 

◆
中
学
生
の
部
（
学
年
優
勝
） 

１
年 

坂
元
凜
之
助
、
２
年 

菅
間
奏
心
、 

３
年 

山
中
悠
士
朗
、
中
学
生
横
綱 

菅
間
奏
心 

化
粧
ま
わ
し
の
部 

 

最
優
秀
賞 

学
芸
委
員
会 

優
秀
賞 

生
活
美
化
委
員
会 

奨
励
賞 

保
体
委
員
会 

◆
一
般
の
部 

優
勝 

菅
間 

勇
介
、
２
位 

益
山 

虎
大 

３
位 

菅
間 

伝
心 
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第
10
号 

令
和
6
年
11
月
10
日 

土俵祭で神事を執り行なう菅間芳信さん 
開会式であいさつされる下平晴行市長 

化粧まわしを披露する中学３年生 小学生の部で対戦する児童 

調理場で豚汁の下ごしらえをする女性陣 一般の部で鹿実生に対する菅間奏心君 
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白
鳥
神
社
で
秋
の
大
祭 

久
し
ぶ
り
の
神
舞 

11

月
３
日
（
日
）
宮
塩
の
白
鳥
神
社
で
秋
の
大
祭
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
、
澄
み
切
っ
た
青
空
の
下
、
自
治
会
長

や
神
社
役
員
で
社
殿
の
掃
除
や
境
内
周
囲
の
草
刈
り
を
行
っ

た
後
、
拝
殿
で
祝
詞
層
状
な
ど
神
事
を
執
り
行
い
、
最
後
に

神
舞
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。 

       

     

                 

一
人
暮
ら
し
高
齢
者 

中
学
校
文
化
祭
を
観
覧 

 

11

月
１
日
（
金
）
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
集

い
で
伊
﨑
田
学
園
小
学
校

体
育
館
に
て
行
わ
れ
た
中

学
校
文
化
祭
を

19

名
の

方
々
が
保
護
者
の
方
々
な

ど
と
観
覧
さ
れ
ま
し
た
。 

 

中
学
生
の
演
劇
や
合

唱
・
合
奏
等
の
発
表
を
熱

心
に
観
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
昼
食
を
青
少
年
館
で

一
緒
に
取
っ
た
後
、
午
後

か
ら
も
観
覧
さ
れ
た
方
が

数
名
お
ら
れ
有
意
義
な
一

日
だ
っ
た
と
学
園
を
後
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

編
集
後
記 

 

今
年
も
残
り
１
ヶ
月
余
り
、
や
っ
と
秋
ら
し
く
な
っ
て
き

た
と
思
い
き
や
立
冬
と
な
り
暦
で
は
冬
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
コ
ロ
ナ
感
染
が
流
行
る
時
期
と
な

っ
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
健
康
に
は
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

 

さ
て
、
今
年
の
相
撲
大
会
開
催
に
際
し
、
行
政
告
知
放
送

で
参
加
者
募
集
と
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

時
代
は
、
昭
和
か
ら
平
成
、
令
和
に
な
り
大
会
参
加
は
義
務

か
ら
自
由
参
加
に
、
高
齢
化
・
少
子
化
に
よ
り
い
つ
ま
で
続

け
ら
れ
る
か
伝
統
継
承
、
こ
ん
な
中
に
神
舞
を
自
分
た
ち
で

舞
い
た
い
と
練
習
に
励
ん
で
い
た
だ
い
た
新
た
な
保
存
会
メ

ン
バ
ー
の
方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
感
謝 

↑木場春次宮司による祝詞奏上 

←はやし方の演奏に合わせて
一番舞を披露する 

浦安の舞を披露する保存会のメンバー →  
↓（元旦祭での披露は、都合により辞退）  


